
グローバルレベルでICTインフラ運用の最適化、
事業継続性の向上を実現

「グローバルICTインフラ運用ソリューション」
世界でビジネスチャンスの拡大を図る日本企業。ビジネス基盤を支えるICTインフラにも

グローバルレベルでの運用が求められています。富士通ではデータセンター等の「グロー

バル・インフラストラクチャー・サービス」やクラウドサービスをワールドワイドに展開。セ

キュリティ、ICT統制、事業継続等の運用ニーズに高い次元で応えています。

　東日本大震災からの復興に全力を尽くす

日本企業にとって、グローバルな事業展開は

一段と重要になっています。近年、日本企業

はアジアや新興国において海外現地生産に

加え、市場開拓の布石も打ってきました。ま

た震災後、災害リスクの分散や電力不足への

対応といった事業継続の観点から、さらなる

海外シフトを検討するケースも増えています。

　日本企業のグローバル経営においてビジ

ネス基盤を支えるICTインフラのグローバル

レベルでの運用は重要なポイントになりま

す。グローバルICTインフラ運用の課題とし

て多くの日本企業が様々な調査で挙げてい

る項目が、セキュリティ、地域の特性や法規

制への対応、ICT 統制、事業継続です。

　例えば、「ICT 要員が不足する海外法人に

おいて十分なセキュリティ対策やローカル

法規制への対応がとれていない」「日本本

社のポリシーと整合性がとれず、個別最適と

なっており、グローバルレベルでベストプラ

クティスを活用できていない」といった課題

があります。

　ICT 統制では、IFRS❶への対応も不可避で

す。また、製造拠点から販売拠点へのシフト

に伴う顧客データ等を扱うためのセキュリ

ティ強化や、システムの拡大による運用管理

コストの増大等、事業の発展段階によってグ

ローバル ICTインフラの運用に関する課題

も変化します。震災後、事業継続をより重視

する傾向も顕著です。

　グローバル ICTインフラ運用の様々な課

題を解決し、日本企業のさらなる成長や競

争力向上に貢献するべく、富士通では2009

年から「 グローバ ル・インフラストラク

チャー・サービス」をワールドワイドでご提

供しています。同サービスのコンセプトは、グ

ローバルで均一なサービス品質を実現し、

グローバルレベルで ICT 運用の最適化を

図っていくことです。日本で使い慣れている

高品質なサービスを海外の拠点でも利用で

きるため、安心・安全かつ迅速にグローバル

ICTインフラの構築、運用を可能にします。

　「グローバル・インフラストラクチャー・

サービス」のコンセプトを実現する上で重要

なポイントが3つあります。

　富士通では、国内外100 拠点のデータセ
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方、問題点の共有等、グローバルICTインフ

ラ運用の全体を見渡すことができます。グ

ローバル統制とローカルの自律性のバラン

スを考慮する際も、グローバルサービスマ

ネージャーのサポートは非常に有益です。

　2010 年ICTサービス市場シェアで国内第

1位、世界第3位❷の実績をもつ富士通。トー

タルサービスを世界規模でご提供できるビ

ジネスパートナーとして、富士通だからこそ

できるICTサービス、それが「グローバル・

インフラストラクチャー・サービス」です。

サービスメニューには、データセンターサー

ビス、デスクトップマネージドサービス、サー

バマネージドサービス、ネットワークサービ

ス、サービスデスクサービスがあります。次

にサービス提供基盤の中核となる、データセ

ンターサービスを中心に、注目のグローバル

クラウドサービスについてもご紹介します。

ンター、25ヵ国語（総計）以上をサポートす

るマルチカスタマーサービスデスクをサー

ビス提供基盤として展開しています。（詳細

は次ページ）

　ワールドワイドでサービス基盤とサービ

ス手法の標準化を図りつつ、豊富な運用実

績とノウハウをベースに、日本企業が求める

高い品質を実現しています。

　グローバルサービスマネージャーは、日

本本社の運用ポリシー等も理解した上で、

現地拠点のサービスオペレーションを行う

ローカルサービスマネージャーとも緊密に

連携し、日本本社（グローバルヘッドクォー

ター）に対する総合窓口となります（図1）。

グローバルサービスマネージャーを通じて、

日本本社は運用の統一性やシステムの考え

標準化された高品質な
グローバルICTインフラ運用を実現

❷ITサービス売上実績
出典:ガートナー「Market 
Share IT Services,2010」

（2011年3月31日）3.グローバルレベルでのICT運用の
　最適化を強力にバックアップする
　グローバルサービスマネージャー

2.グローバルレベルで標準化された
　サービス品質

■ 図1 「グローバル・インフラストラクチャー・サービス」の提供体制イメージ
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　日本企業が海外に拠点を展開した時、

事業の拡大も視野に入れ、電源トラブルや

空調、運用の品質等を考慮しながら自社で

データセンターを設置するのは膨大なコス

トと時間がかかります。また、セキュリティ、

地域の法規制への対応、事業継続、運用管

理コストの削減等、グローバルICTインフラ

運用が抱える課題解決においてもデータセ

ンターの活用は有効な選択肢です。

　「グローバル・インフラストラクチャー・

サービス」のサービス提供基盤を担う、富士

通のデータセンターは、100拠点（国内60、

海外40）をワールドワイドに展開しています

（図2）。海外のデータセンターにおいても、

高度なセキュリティと堅牢なファシリティ、低

消費電力、最新テクノロジーの活用等、最先

端のサービス環境を実現し、基幹システム

から業務システムまで企業のニーズにあわ

せ、日本と同様に高品質なICT運用サービス

をご提供しています。

　また、グローバルサービスマネージャーを

中心とする運用面も含めたサービスは、富

士通の海外データセンターの特長です。企

業によってセキュリティポリシーや、グロー

バル統制とローカルの自律性のバランスは

異なっており、各拠点のバックアップだけを

データセンターで行うといった柔軟な運用

が必要なケースもあります。富士通の海外

データセンターの活用により企業のニーズ

にあわせ、グローバルICTインフラ運用を実

現しながら、運用管理の負荷やコストの最

適化が図れます。

　

　では、日本企業は実際にどのような目的

で海外のデータセンターや運用サービスを

活用しているのか。富士通における事例を

もとに、代表的な4つのケースをご紹介し

ます。

　海外拠点内にサーバを設置したため、

ビル電源事故発生等により数時間の業務

停止が発生するという課題に対し、富士通

データセンターにDR❸システムを構築、事業

継続性の向上を実現しました。

　事業拡大に伴うICTインフラの増強を行

❸DR
Disaster Recovery。ディ
ザスタリカバリ。災害（地
震、火災、水害、テロ等）
によって引き起こされる
システム障害を復旧・修
復すること。

富士通のデータセンターは
国内外で100拠点を展開

災害対策、コストの最適化を図る
海外データセンター活用例

1.災害対策レベルの向上

2.運用管理の効率化

■ 図2 ワールドワイドに展開する富士通のデータセンターとクラウドサービス
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月よりご提供を開始した「オンデマンド仮

想システムサービス」を改称し、同等のサー

ビスを6 ヵ国（日本、オーストラリア、シンガ

ポール、米国、英国、ドイツ）のデータセン

ターから利用できるもので、日本発でグロー

バルに展開するパブリック型クラウドサー

ビスとしては、世界初となります。

　FGCP/S5の活用により、海外においても日

本と同品質のICTインフラを容易に構築す

ることができます。可用性は99.99%を目標

とし、ダウンタイムの極小化を図る自動フェ

イルオーバー機能等、止まらないシステムを

徹底追求、事業継続性を高めています。仮想

サーバに割り当てたスペックの保証や、IP-

VPN❹による企業内イントラネットへの接続

等、企業ユースへの高い次元での対応も強み

です。

　FGCP/S5は日本と同様のクラウド・プラッ

トフォームであるため、DRシステムの構築も

容易です。クラウドサービスを活用したDR

システムの構築は、バックアップのデータを

コピーする時だけサーバを動かすといった

従量課金制のメリットを活かした使い方も

でき、コストの抑制も図れます。

　2011年12月には、富士通の館林データセ

ンターに携わったスタッフが設計、構築を担

当し、中国政府系企業との共同で構築した

「中国華南データセンター」の稼働が開始す

る予定です。各グローバルクラウドセンター

を相互にネットワークでつなぎ、ワンストッ

プでより柔軟な対応を可能にする計画も進

行中です。

　富士通は、日本企業の海外ビジネスの発

展と競争力の強化に貢献するべく、これから

もグローバル ICTインフラの運用支援の強

化、拡充を図っていきます。

う時に、ICT 要員の不足という課題に対し、

運用管理の効率化を目的に、富士通のリ

モート・インフラ管理サービスを利用。イン

ドのオフショア運用センターからお客様の

データセンター内のシステム運用を可能に

しました。

　アジア地区に広がる各拠点のシステムの

統合や運用の見直しという課題に対し、シ

ンガポールの富士通データセンターにシス

テムインフラを集約し、コストの最適化とと

もに、日本本社のポリシーをベースとした運

用標準の推進、セキュリティや災害対策レベ

ルの向上を図りました。

　北米へ事業のパイロット展開を迅速に実

施したいという課題に対し、北米にICTサー

ビス基盤等もない中、富士通データセン

ターの活用により短期間で円滑な運用体制

の構築を実現しました。

　また震災後、電力不足等により日本国内

のデータセンターに加え、DRの拠点として

アジアやオーストラリアのデータセンターの

活用を検討するケースも増えています。

　コスト削減や事業展開への迅速かつ柔軟

な対応等の面から、グローバルICTインフラ

運用においてもクラウドサービスの活用は

重要なポイントになります。富士通では、パ

ブリック型クラウドサービス「Fujitsu Global 

Cloud Platform FGCP/S5 （以下、FGCP/S5）」

を展開しています。本サービスは、2010 年10

日本と同品質のクラウドサービスを
グローバルに展開

❹IP-VPN
Internet Protocol Virtual 
Private Network。一般に
通信事業者が独自に保
有 す る 広 域 IP 通 信 網
を通信経路とする仮想
的なプライベートネット
ワーク。

4.海外事業展開における迅速な
　ICTサービスの提供

3.データセンター統合によるコストの最適化


